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は し が き

わが貝塚市 は、緑豊 かな和泉 山脈 と波静かな大阪湾 に面 し気候温暖で、

特 に平野部 において は生活環境 はす ばらしい ものがあります。 こうい った

あ ぐまれた 自然 と古い歴史や、 伝統には ぐくまれた貴重 な文化 的遺産 を今

日に伝 えてい る町 と して知 られてい ます。なかで も祖先 の人々の血 と汗 の

生活 の記録 である埋蔵文化財 の包蔵地 が全地域50数 ケ所 に散在 して お り、

これ ら埋蔵文化財包蔵地 の発 掘調査 によ り、古代 よ り中世 に亘 る集落遺跡

が明 らかに されつつあ ります。

この調査報告書 は、昭和54年 度中に市内の埋蔵文化財包蔵地 において実

施 した貝塚市遺跡群発掘調査 のま とめで あります。近年、 社会構造 の変化

と都市化、工業化が進 む中で、 こうした文化 的遺産 が急速 に失なわれて い

く状況 にあり、各地 で開発か、文化財保護か と論議 を呼んでい るところで

あ りますが、 この報告書 は市民 の皆様方の ご理解を得 ま して、文化財の保

護 についてよ り一層認識 を深 めていただ くための一助 となれば幸 に存 じま

す。

貝 塚 市 教 育 委 員 会

教育長 亀 岡 久 夫



例 言

1.本 書 は、 貝塚 市教 育 委 員 会 が、 国庫 補 助 事 業

(総 額3,000,000円 、 国補 助 率50%、 府 補 助 率

25%、 市負 担率25%)と して計 画 し、社 会 教 育

課 が担 当 実施 した、 貝 塚市 遺跡 群発 掘調査 記録 で

あ る。

2.調 査 は、貝 塚 市 教 育委 員会 社 会 教育 課 、吉 川

和 則 を担 当 者 とし、 昭 和54年4月16日 に着 手 し、

昭和55年3月31日 終 了 した。

3.調 査 の実施 と整 理 に あ た って は、久 保 泰浩 、

森 茂、 南川 孝 司、 行 枩 英 治 、 井坂恵 子 上 西 弘 美 、

北 田公子 諸 氏 の協 力 が あ り、第1章 は、 上西 が、

遺物 観察 表 は、 森 、 井 坂、 上 西 、 北 田 が、 トレー

ス は、森 、 吉 川、 井坂 が行 った。 又 、第3章2の

附編 は、南 川 に よ る もので あ り、 前 田豊 邦、 酒井

龍 一、森 田義 孝、 国 乗 和雄 、 広 瀬 和雄 、 片 山 彰 一

の諸氏 か らも有益 な助 言 を得 た他 、 土地 所 有 者 の

森 寛、 阪 上 重宗 、 木 下 茂 氏 か らも多大 な協 力 を得

た。 記 して感 謝 の意 を表 す る次第 で あ る。

4.本 調 査 に あ た って は、 写真 、 実 測図 な どの記

録 を作成 す ると とも に、 カ ラ ース ライ ドを作 成 し

た。 広 く利 用 され る ことを希望 した い。
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貝 塚 市 遺 跡 群 発 掘 調 査 概 要

第1章 位 置 と 環 境

貝 塚 市 は、大 阪 の南部 、 和泉 地 方 の 中心 に位 置 す る。大 阪 側 に岸 和 田 市、 和

歌 山側 に泉 佐野 市 と熊 取 町 に隣接 す る細 長 い 地形 を な し、 北西 は大 阪 湾 に、 ま

た南 は和泉 山脈 に達 して お り、平 地 は大 阪平 野 か ら続 く肥 沃 な和泉 平 野 の中央

部 を有 す る 自然 環 境 に恵 まれ た都 市 で あ る。 この た め に地 形 は大 別 して 山地 、

丘 陵地 、平 地 に分 ける こ とが で き、 和泉 山脈 か ら近木 川 、 津 田川、 見 出川 な ど

の川 や多数 の小 川 が これ らの 地形 を経 て海 へ 流 れ て い る。

山地 は、 主 に和 泉 砂岩 によ って構 成 され、 急 な 傾斜 地 に刻 まれて い る谷 の出

口 には、発 達 した山 間 の小 盆地 が あ り、蕎 原 、大 川 、秬 谷 が東 西 に並 ん で い る。

こ の あ た りよ り、 貝類 の化石 が 出土 す る ことか ら、 か つ て は この辺 が海 で あ っ

た ことが うか が え る。 ま た、 山間 地 帯 の ぶな林 は、天 然 記 念 物 とな って い る。

丘 陵 地 は、 主 と して花 崗 岩層 か らな る丘 陵性 山 地 と、 洪 積 層 か らな る丘 陵地

の2つ に分 け られ、 前者 は蕎 原 、 大 川 、秬 谷 か ら北 へ木 積 、 馬場 附 近、 後 者 は

木 積 盆 地以 北 で、 松 山 や みか ん の栽 培 地 とな って い る。 平 地 も上 下2段 に分 か

れ 、 上 段部 は平 地 の大部 を占 め る洪 積 層 で、 近木 川 、津 田川 、見 出 川 によ って

深 く刻 まれ、 川 底 との 問 は5～10物 位 の断崖 に な って い る。 この た め、 用水 が

十分 に得 られ な い こ とか ら、昔 か ら灌 漑 用 の 用水 池 が数 多 く点 在 す る。 また、

一 段低 い平 地 は
、 沖積 層 と呼 ば れ る最 も新 しい土 地 で、 川 の流域 は その堆 積物

で 、海 岸 の平 地 は もと海 であ った と こ ろが そ れ ぞれ 陸化 した もので あ る。

本 市 の産 業 は、 上述 した地 形 を利 用 して の農業 と漁 業 が主 で あ った が、 漁 業

は近 年 、 阪 南 港 整 備事 業 のた め、 魚 業 権 が廃 止 と な り、 ま た農 業 は宅地 開 発 な

どで農 地 が減 少 した とは いえ、 大 都 市 近郊 農 業 に姿 をか え つつ あ り、 特 に玉 ネ

ギ 、 フ キ、 里 イ モ な どが有 名 で あ る。

本市 工業 の特 色 と して、 繊 維 工 業 と金 属工 業 が挙 げ られ る。 繊 維 工業 は、 明

治 時 代 か ら家 内工 業 として、木 綿 表 繊 が営 まれ て い た もの が発 展 した もので あ
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り、金 属 工業 の 中心 は、 銅線 鋼 索 関 係 で、 特 に ワイヤ ロ ープ が有 名 で あ る。 い

ず れ も全 国 の 生産 量 に おい て も大部 を占 め、本 市 の主要 産業 で あ る。 また、 伝

統 手 工 業 に は、 木 櫛 製 造 が あ り、 古 く欽 明天 皇 の御 代 に製造 が伝 え られ た とい

う由来 伝 説 が あ り、 平安 時代 の文 献 に も"和 泉 櫛"の 名 がみ られ、 平 安 時代 中

期 に はす で に、 名物 で あ った こ とが うかが え る。工 業 都 市 と して発展 して きた

貝 塚 市 で あ るが 、市 政 各 分野 に わ た って の諸施 策検 討 の必要 性 が高 ま って きて

い るの が現 状 で あ る。 か つ て は白砂 青 松 と うた われ た二 色 ノ浜 を含 む 海岸 も、

埋 立 造成 に よ って景 観 を そ こな わ れ、 丘 陵部 に お い て も宅 地 開発 が すす め られ

て い る。 これ か らの貝 塚 市 に とって、 緑 や 文 化 財 な ど に め ぐま れた地 域特 性

との 諷 和 を はか りつ つ、 い か に質 的 に向 上 して い くか が課 題 とな るで あ ろ う。

(上 西)

第2章 調 査 に 至 る 経 過

昭 和52年3月 に大 阪 府 教育 委 員 会 よ り刊 行 さ れた大 阪 府 文 化財 地 名 表、 分 布

図 に よ る と、 わ が員 塚 市 域 に は52の 遺 跡 が記載 されて い る。これ はそ の前 昭和

46年3月 の 同文 化財 地 名 表、 分 布 図 の18と 比 べ、 この数 年 に3倍 近 い数 とな っ

て お り、 この間 に こ まめ に歩 いて くれ た府文 化 財 パ トロ ール員 を始 め とす る人
註1

々による工事 中の発見 と、大 阪府教育委員会、元興寺文 化財研究所 地域 の文

註2
化 財保 存 団体 に よ る踏査 の結 果 に ほか な らな い。

現在 、 貝塚 市 教育 委員 会 に 備 えつ け て あ る貝 塚 市 文化 財 地 名 表 、分 布 図 に は

56の 遺 跡 が記 載 されてい る。 そ の うち約 半 数 の27ケ 所 が散 布 地 と して種 別 され

て い る。 その ほ か、 城 跡 、寺 院 跡 等 いま だ確実 な遺 構 が検 出 され た遺跡 は ほ と

ん どな い に等 しい。 そ の よ うな状 況 の 中 で、昭和51年 秋 よ り個人 住 宅 建設 計 画

等 も含 め、 周知 の遺 跡 内 で計 画 されて い る土木 工 事 等 に つ いて は 「埋 蔵文 化 財

包蔵 地 の発 掘届 」を提 出 して も らい、又 昭和53年 度 よ り国、 府 の 補助 金 を う け、
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土木 工 事等 の事 前調 査 を実施 し、 遺跡 の 範 囲 ・性 格 等 を 明 らか にす る一 助 と し

て 、 今 後 の文 化 財保 護 ・保 存 の資 料 づ く りに い そ しん で い る。 今年 度 はそ の文

化 財 保 存事 業 を始 めて2年 目に あ た る。

そ こで今 年 度 文 化 庁長 官 宛 提 出 され た市 域 の各 遺 跡 内 での 「土 木 工 事等 に よ

る埋 蔵文 化 財包 蔵地 の発 掘 届 」 の件 数 を みて み る と約80件 となり各 遺跡 別 の件

数 は下 記 の とお りで あ る。 これ らは工 事 計 画 の 位 置 ・面 積 ・内容等 に よ り立 会 ・

部 分 発 掘 ・全 面 発 掘等 の調 査 内容 に わ か れ るが、 各 遺跡 別 の調 査件 数 は下記 の

とお りで あ る。

工 事 の 目的 ・内容 等 は、 住 宅建 設計 画 が ほ とん どで あ るが、 交 通 ・地 理 的諸

条件 よ り、 南海 貝 塚 駅 か ら大 阪 湾 にい た る貝 塚寺 内 町 は、 耐久 年 数 を過 ぎ よ う

と して い る家 屋 も多 く、 建 て替 え工 事 が多 く行 わ れ て い る。 又、 南海 線 と国鉄

阪 和線 に囲 まれ た約0.8筋 の加 治 ・神 前 ・畠 中遺跡 も旧村 内の建 て替 え及 び周 辺

田畑 か らの新 築 工事 等 の計 画 が数 多 くみ られ 、 この2遺 跡 が発 掘 届 ・調 査 件 数

の特 に多 い遺跡 とな って い る。

今 年 、調 査 の 概 要 を報 告 す るの は上記 の 加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡 、木積 観 音寺

跡 、 国 鉄東 貝塚 駅 東 の秦 廃寺 跡 の各 遺跡 で あ る。

蓉跡名 加治 神前
畠中遺跡

貝 塚
寺 内 町

新井ノ池
遺 跡

地 蔵 堂
廃 寺 跡

新井 鳥羽
遺 跡

積 善 寺
城 跡

高井天神廃寺
高 井 城 跡

発 掘 届
提 出 件数

26 23 6 4 4 4 3

調査 件数 22 16 7 4 4 3 3

長楽寺跡 木 積 観
音 寺 跡

沢 海 岸
遺 跡

秦廃寺跡 半田遺跡 澱池遺跡 沢 城 跡

2 2 1 1 1 1 1

2 1 1. 1 1 ユ i

註1.19.73.2

註2.1973.1

元興寺仏教民俗資料研究所

「泉南丘 陵地 区 遺跡 に関 する分布調査報告書 」

泉州郷土史研究会 「郷土資料 いつ み 」
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第3章 調 査 概 要

1.加 治 ・神前 ・畠中遺 跡(79-1)

近木 川 下 流 の 右岸 、 低 位段 丘 上 に位 置 す る加 治 ・神 前 ・畠 中遺跡 は、約 α8筋

を有 す縄 文 時代 か ら室 町時代 に至 る複 合遺 跡 と して周 知 され て い る。 遺跡 は加

治 、神 前 の村及 び市 道 小瀬 王子 線 沿 い に家 屋 が建 て並 ぶ が、 畠 中 、脇 浜 あた り

に は田畑 も多 く残 され て い る。 しか し近 年住 宅 建設 が か な りのペ ース で進 ん で

お り、 遺 跡 を縦 断 す る計 画道 路 貝 塚中央 線 が着 手 され れ ば道 路周 辺 の 田畑 が ま

たた く問 に住 宅 と化 して い くこ とが予想 され る。

今回 の調査 地 は、 近 木 川 の河 岸 段 丘 上 に あ り、字 茶 ノ木原 と呼 ば れ、78-2

の調 査 地 のす ぐ西 に位置 す る。 南 に隣接 す る工 場 とは、 数 メ ー トル の比較 差 が

挿図1位 置 図
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あ る。諷査 時 に はすで に擁 壁 工事 が行 われ て い た ため、 南 端 は少 し削 平 されて

い た。 種 々の 事情 に よ り遺 構 面 が 一 段 下 が る地 域 におい て は調 査掘 削深 度 を制

限 され、 又、 グ リッ ド的 な調査 を しい られ たた め、 十分 な調 査 は行 い え な か っ

た 。調 査 面 積 は約210㎡ で あ る。

1.層 位

調 査 区の基 本 的 な土 層 は、 第1層 が 暗灰 色土(耕 作 土)、 第2層 が茶 灰色 土

(床 土)、 第3層 が黄灰 色 土 、 第4層 が灰褐 色土 、 第5層 が黄 茶褐 色 土 とな る。

調 査 域 北 部 にお い て は第3層 以 下 が み られ ず、東 側 で は砂 礫 層 に、 西 側 は黄色

粘 土 層 とな る。 調 査 域 中央 部 か ら南 は低 く傾 斜 して お り、 そ こに遺 物 を包含 す

る第4層 、5層 が み られ る。 出土 遺 物 は須 恵 器 、土 師 器 等 、古墳 時代 ～平安 時

代 に 至 る もので あ る。 又、 東 トレンチ を除 き第5層 以 下 は調 査 で きな か った た

め 、遺 構 は第3層(北 側)、 第5層(南 側)上 面 で検 出 した もの で あ る。標 高

16.8^-17.2m前 後 で あ る。

挿図2断 面 実 測 図

2.遺 構

検 出 され た遺 構 は、 ピ ッ ト30余 個 と溝 状遺 構 で あ る。

ピ ッ トは、 ほ ぼ 円形 を呈 し直 径20～30cm、 深 さ10～25(珈 の もの、直 径40-r

50em、 深 さ20^-40cmの もの に大 別 で き、相 対的 に北部(主 に西側 で ある が)に

お いて 検 出 した ピ ッ トは小 さ い もの が多 い。 約 半 数 の ピ ッ ト埋土 中 よ り細 片 ば

か りで あ るが土 師 器 ・須 恵器 と黒 色 土 器 が 出土 した。又、20em余 の河 原 石 を根

石 状 に おい た ピ ッ トもみ られ た。 しか し、 各 々 ピ ッ ト間 に お け る相互 の関 連性

は不 明 で あ る。
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3.遺 物

今 回 の調 査 に よ り出土 した 遺物 は遺物 収納 箱4箱 で あ る。 サ ヌ カ イ ト剥 片、

銅 製遺 物 を 除 け ばす べ て土 器 で あ り、 多 くは第4層 灰 褐 色 土 か らの 出土 で あ る。

数 点黒 色土 器 が み られ るが、 須 恵 器 と土 師 器 が ほ とん どで あ り、 古墳 時代 か ら

平安 時 代 にい た る遺 物 が 出土 して い るが、平 安 時代 前 期 頃 の遺 物 が多 くみ られ

るo

土 師 器甕 は、 口縁部 が 外反 し端 部 で 内側 に肥 厚 す る もの、 内傾 す るもの、 又

口縁 部 が短 く外 反 す る もの等 が み られ、体 部外 面 は、 縦 方 向 の荒 いハ ケ 目を有

す る もの、 手 つ くね風 の か るいナ デ しあ げの もの等 がみ られ る。

坏 は、 底 部 が大 き く口縁部 が短 く外 傾 す る もの(ロ 径17砌 器 高2.5cm)、 底

部 か らゆ るや か に内弯 した後 外 反 し、 端 部 で凹 み を有 す る もの(口 径16em、 器

高3.5cm)等 が み られ る。

須 恵 器 坏 は、 高台 を有 す や や 内弯 ぎ み に口縁 部 を もつ もの、 ほぼ ま っ す ぐ

外方 に のび る もの等 が み られ、 蓋 も天 井部 にヘ ラ削 りを くわ えず 口縁 部 に返 り

を もた な い もの が み られ る。 そ の ほか 糸切 底 を もつ瓶 底部 も出土 して い る。黒

色 土器 は数点 しか み られ ず、 高 台 付坏 や 内黒 の ロ縁 部 の 外 面 に指 圧痕 が残 る も

の等 が み られ る。

そ の ほか、 長 頸 壼 ・た こ壷 ・製 塩土 器 等 も出土 して い る。

土器
番号

器 種 形 態 手 法 備 考

i
須 恵 器

蓋

口縁部は、 ほぼ垂直 に下 り、 口縁端部

は屈曲 して一条 の稜を作 る。

天井部は平ら

口縁部(内外)回 転ナデ調整

天井部は大体無調整、同内面はナデ

胎土 良撰

焼成 良好

色調 暗灰色

2
須 恵 器

蓋

天井部は平 らで 口縁部との境で丸味を

もつ。

端 部は鋭いかえ りを持ち、先端はやや

外方に反転させ る。

口縁部(内 外)回 転ナデ調整

天井部外面はヘラ切りの上を浅い回

転ナデ

胎土 良撰

焼成 良好

色調 灰色

3
須 恵 器

蓋

ふ くらみを もたず天井部は平担面 とな

る。 口縁部 との境 は強い丸味を持つ段

になって、移行

端部は断面三角状に下方へ突 出

横ナデ調整

胎土 良撰

焼成 軟質 不良

色調 青灰色～白灰色

4
須 恵 器

蓋

天井部は平 らで 口縁端部はやや内傾気

味に下方へ突 出し、丸 くおさめ る。

横ナデ調整

天井部はヘラ削りか

胎土 良撰

焼成 やや軟質

色調 白灰色
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土器
番号

器 種 形 態 手 法 備 考

須 恵 器
口縁部 は丸くおさめる 胎土 良撰

5 高台の踏 んば りは弱 く外方寄 りに付け 回転ナテ調 整 焼成 良好

高台付坏
られ る。 色調 灰色

ロ縁部は内彎 しなが ら外傾 し、端部は

丸味がある。
ロ縁部(内 外}横 ナデ 胎土 良撰

s 〃 高台は貼 り付け高台である。 底部 高台寄 りの部分のみ回転ナデ 焼成 良好
腰は角ば って おり、 高台 はやや内側 に

付 く
中央寄 りはヘラ切 りのまま 色調 白灰色

胎土 良撰 α1～0.2伽 の 砂粒

7 〃
口縁部はほとん ど外反せず、やや薄 く

な って丸 くおさめ る
回転ナデ調整

を含む

焼成 良好

色調 青灰色

須 恵 器 高台はやや高 いが踏んば りが少な く、 胎土 良撰

8 壺 体部 との境が甘 くなる。 回転ナデ調整 焼成 良好

(長頸?) 肩部は強 く屈曲 して張 る。 色調 灰色

9
須 恵 器

壺?

底部のみ残存 やや内彎す るきれいな

平底で、体部 との境 はシ ャープcc仕 上

げる。

全体に厚みがあり、内部は回転ナデ

回転糸切底

胎土 良撰 泡状黒色粒を含む
(外面に吹き出している 》

焼成 良好
色調 内部 茶褐色、外部 灰色

自然釉灰が付着

io

須 恵 器

壺
あまり外反 しない 口縁部で、端 部はや

や 薄 くな った後、水平な面を作 る。
内、外 とも回転 ナデ

胎土 良撰 微細な白色砂を含

む

焼成 良好
(俵壷?) 色調 青灰色

須 恵 器 外反 はあ まり強 くな く、端部で わずか
胎土 良撰
焼成 良好

11 壺(広 口 に外方へ突出する。 内、 外 とも回転ナデ 色調 灰色 断面は芯が褐色の

壺?) 端部上面は外傾する平面に仕上げる。
サ ン ドイ ッチ状

内、外面 とも若干灰かぶり

胎土 良撰

12
須 恵 器

蓋

比較的低 く、平担な天井部 を持つ蓋で

ある。
回転ナデ調整

焼成 良好

色調 灰色

芯が褐色のサン ドイッチ状

13

須 恵 器

坏 身

口縁部 は欠損 して不明

高台は踏 んば りがな く、ほぼ体部 との

境 に付 く

体側部 内 ・外面回転ナデ

底部 内面 不定ナデ

〃 外面 回転 ナデ、 ただし、中心部

は ヘラ切 りのまま

胎土 良撰 混入物ほぼ皆無

焼成 良好

色調 淡灰色

須 恵 器
14 壺(長 頸) 丸い肩でヘラ描沈線2条 遺存

の 肩 部

胎土 良撰

15
須 恵 器

壺?

上方で強 く反転 する薄手の口縁部であ

るが、端部は欠損
内、外面 とも回転 ナデ

焼成 良好

色調 内部 灰 白色、上端は
黒灰色 外部 灰色

16
須 恵 器

器種不明

深めの坪状の体部 で平底である体側部
に穿孔があ って断面 の状態か ら見て受

け口状 の注ぎ口が付 いていたと思われ
る。肩部は残 らないが、体側部 との境

が口縁状 に上方へ突出 してお り、体部
上端よ り一段 低い位置に肩部を接合 し
た ものであ る。

底部のみ雑なナデ

他は全て回転ナデ

体部孔は横外方から突きやぶる

胎土 泡状黒色粒を含む
焼成 良好
色調 内部 淡灰色外

部 暗灰色
肩一体側部の一部に灰かぶりと

自然釉あり

41
黒色土器 全体に浅 い器形を呈す ると思われ る。

外面 指圧痕

内面 ヨコヘ ラ ミガキ

胎土 良撰
焼成 良好
色調 内部 黒

坏 体部外面 は、やや凸凹が有 る。
口縁部外端 横ナデ 外部 端部は黒、体部は

乳橙色～褐色

土 師 器
底部は平底で丸 く屈曲して立上り外上

胎土 良撰

焼成 良好
51

皿
方へ底部か ら120° ぐらいの角度に伸

びる。
色調 内部 乳橙色

外部 乳灰色
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土器
番号

器 種 形 態 手 法 備 考

52
土 師 器

皿

平 らな底部に外傾す る短かいロ縁部が

ついている。

端部に少 しは く離がみられ る。

横ナデ調整

胎土 良撰

焼成 良好

色調 内部 乳橙色

外部 橙 色

53
土 師 器

皿

端部は丸 くお さまる。

体部は丸 くなだか らなカーブを描 いて

いる。 ・

マキァゲ成形

内外 ともに横 ナデ調整

胎土 良撰

焼成 良好

色調 乳橙色

54

土 師 器

皿

ロ縁部はやや内彎 ぎみに立ちあが り、

端 部で弱 く外 反 した後、薄 くなって丸

くおさめ る。

体部 横ナデ調整

胎土 良撰

焼成 良好

色調 内部 乳橙色

外部 淡橙色

55
土 師 器

皿

口縁部～底部にかけては丸味が強 く底

部 との境は不明瞭
ロ縁部 横ナデ調整

胎土 良撰

焼成 良好

色調 内部 乳黄色

外部 茶褐色

56
土 師 器

皿

口縁部は短 く内彎 ぎみに立ち上が り、

端部 は丸い。

底部は1砌 程 の厚 みがあ り、平 らであ

る。

口縁部 横ナデ調整

底部に指圧痕

胎土 良撰1㎜ 程度の砂粒を

含む

焼成 良好
色調 乳灰色

57
土 師 器

皿

底部 から体部 へゆるやかに外へ屈曲す

る。

端部 は丸い

ナデ調整

胎土 良撰0.5^1emの 砂粒を

含む

焼成 良好

色調 乳橙色

58
土 師 器

皿

口縁部～底部にかけてやや丸味があり

底 部 との境は丸 くなる。

口縁部は端部で小 さく外反 し、 内側 に

は細い線 を入 れている。

口縁部 横ナデ調整

胎土 良撰

焼成 良好

色調 内部 乳黄色

外部 乳橙色

59
土 師 器

皿

口縁部 は内彎 ぎみに立ち上が る。

端部は丸 くお さめ る。

胎土 良撰0.1～2翩 程度の砂
粒を多分に含む

焼成 良好
色調 乳橙色

外面に媒付着

60
土 師 器

皿

口縁部 はやや内彎 ぎみに低 く立ち上が

り端部 はやや薄 くして丸 くお さめる。

底部は平 ら。

外側の端部 よ り表面は く離

口縁部 横ナデ調整

、

胎土 良撰

焼成 良好

色調 内部 乳茶褐色

外部 乳灰色

61
土 師 器

皿

底部と口縁部 の境は比較 的強い屈 曲を

有す。

口縁部 は外傾の強い直 口縁 で丸 くおさ

めて いる。

口縁部 横ナデ調整

胎土 良撰0,1㎜ の砂粒を
含む

焼成 良好
色調 内部 乳橙色

外部 茶褐色

62
土 師 器

皿

底部欠損

ロ縁端部は丸味が あり体部 との境 は凹

線で区画 されている。

ナデ調整

胎土 良撰

焼成 良好

色調 内部 淡黄褐色

外部 乳橙色

63
土 師 器

坏

平らな底にやや内彎 ぎみの口縁部 がつ

いてい る。上方 でやや外反す る。底に

は指頭圧痕が あり、安定性 に欠け る。

口縁部(内 外}横 ナデ

底部内面 ナデ

胎土 良撰

焼成 軟質

色調 内部 乳灰色

外部 乳橙色

64

土 師 器

甕

(河内系}

口縁部は、外反 しなが ら上方へ伸び、

ゆるやかな外彎 をなしてい る。 体部の

肩は張 りがない。口縁部の強い横 ナデの

たあ、 くびれ部下方に段ができている

口縁部(内 ・外)横 ナデ

体部 内面 ナデ

外面 無調整

胎土 良撰

焼成 良好

色調 内部 暗茶色

外部 茶灰色

65
土 師 器

甕

口縁部 は短か く、水平iL近 く外反、端部

は上方へ肥厚 させる。

体部は、 ほとん ど肩の張 らない形にな

る。

口縁部 は内外とも横ナ犬 体部外面 は縦

ハケ メ。施 し方 に特徴があり、土器を

ゆ っくり回 しなが らバケを器体か ら離

さずに上下させるとい う方法で ある。

胎土 細砂を含む
焼成 良好
色調 橙赤色

外面はピンク色一赤灰色
2次焼成による変化を認める
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土器
番号

器 種 形 態 手 法 備 考

土 師 器
ゆるく外反するくの字型 ロ縁 で端部は ロ縁部は内外とも横ナデ 胎土 粗砂(2～3㎜)が 多い

焼成 良好
66 上方へ肥厚させている。 体部外面 は不調整で凹凸が著 しい 色調 橙褐色

甕 体部 は若干肩が張 っている。 内面はナデ
表面は2次 焼成と薄い煤
で褐色がかる

口縁部は外傾 しながら、 上方へのび、 胎土 良撰0.1-0.3(澀 の砂粒

67
土 師 器

甕

ゆるやかな外彎をなし、 口縁端部で肥

厚する。

口縁部 にナデ調整.

外面に指圧根

を含む
焼成 やや軟質
色残 暗茶色

体部の肩の張 りが少ない。 一部灰が付着

68
土 師 器

甕

口縁 部は短かく、強 く外反 し、端部は上

方へ肥厚させる。体部はほとんど肩 の

張 らない球形に近いもの、65と ほぼ

同器形

口縁部は内 外 とも横ナデ

体部外面は上半分が縦ハケメ、下半分

は斜ハケメ、内面はナデ

胎土 粗砂を含む
焼成 良好
色調 橙赤色 体部下方は、
黒斑がある。 また2次 焼成}こ
より部分的に灰赤色に変化

ロ縁部 横ナデ 胎土 良撰 砂粒を含む
土 師 器 体部 内面は表面は く離 焼成 良好

69 ロ縁部は外傾 しながら端部で肥厚する 外面は上部K方 向のハケメ、 色調 内部 淡橙色
甕 下部に斜め方 向(右 下り)の ハ 外部 橙色

ケ メあ り。 一部煤付着

口縁部は、やや内傾ぎみに立ちあがり 胎土1翩 前後の砂粒を含む

70
土 師 器

釜

上方で水平に屈曲させる。

鍔もほぼ水平に張り出す。

口縁部 横ナデ

鍔 〃

焼成 良好
色調 内部 乳橙色

体部は不明。 外部 乳茶色

71

土 師 器

皿

底部との境で強 く屈曲、端部近 くで小

さく外反す る。

内端部は上方へ肥厚

口縁部 横ナデ調整

胎土 良撰 α1㎜ の砂流を

含む

焼成 良好

色調 乳橙色

72
土 師 器 口縁部は強 く外反 し、端部は上方に高

口縁部 横ナデ

体部 上部分に縦方向のハケメ、下部

胎土 良撰

焼成 良好
甕 く肥厚 させ る。

分 は欠損のため不明瞭 色調 乳橙色

(井 坂 ・森)

4.お わ りに

今 回 の調 査 に お いて、30余 個 の ピ ッ トと古墳 時 代 か ら平 安 時代 に至 る遺 物 が

出土 した。 ピ ッ トは上述 した よ うに直 径20～30cm、 深 さ10^-25cm前 後 の もの と

直 径40^-50ea深 さ20^-40cmの もの と に大 別 で き る。 しか し ピッ ト相互 の関 係

は不 明 で あ る。 又、 埋土 中 よ り黒 色土 器A類 が 出土 して お り、 包含 層 出土遺 物

か らみ て も、 それ に近 い時期 の可 能性 を示 唆 して い る。 又、 東 トレ ンチ よ り庄

内式 併 行 期 の甕 底 部 が1点 と、 小 さな 筒 状 の銅 製 遺物 も出土 して い る。 この調

査 地 に お いて は、 黒 色 土 器 の 出土 量 が圧倒 的 に少 な く、 前 年行 っ た隣地 の調査

との大 きな差異 が 認 め られ る。 又、 北 西部 にお い て は旧地 形 が下 が らず ほぼ同

レベル で の面 の 広 が りが確 認 で き、 この平 担 な面 に も ピ ッ トが検 出 され た こ と

は、 北 部 の遺 構 は粗 で はあ るが西 側 へ の広 が りは十 分 に予想 され る。
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2.木 積 観 音 寺 跡(79-2)

近 木 川 の右岸 、 中位 段丘 上 に位 置 す る木積 観 音寺 跡 は、平 安 時代 の寺 院跡 と

して大 阪 府文 化 財 地 名 表 に記 載 され て い る。木 積 の地 は、倭 名類聚 抄 に記 載 さ

れ る和 泉 郡 木 島郷 の地域 で あ り、 中世 に は蕎 原 、 河 合、 塔 原 、 相 川 とと も に五

箇 庄 と称 ぜ られ た庄 園で あ る。 木 積 の地 名 は 「泉 州 志 」 によれ ば行 基 が畿 内 に

四九院 を建 立 した時 に そ の用 材 を積 み 上 げた こ とに 由来 す る と記 され て お り、

行基 と深 い結 び つ き を伝 えて い る。 中世 に は の ち に岸 和 田城 主 と な った松 浦 氏

が屋館 を構 え蛇 谷城 を築 いた。 孝 恩寺 大 正5年 の大 修理 の時 、大永7年(1527)

3月 銘 の 瓦 が発 見 され て お り、 又、字 坊 城 よ り平安 時代 末期 の瓦 が 出土 して い

る。 現 在 も木 積 には 、上 出、 下 出、 南 山 、男 内畑 、 奥 出、小 原 出 の垣 内 が あ り

それぞ れ に村 堂 とも い うべ き も のが存 在 して お り、 それ らの 村堂 と観 音寺 との

関係 も注 目 され るので あ る。(南 川)

挿図3木 積観音寺跡位置図
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1.層 位

調 査 区の基 本 的 な層 位 は、 表 土 、黄灰 色土 、灰 色 土 、茶 色土 、黄色 土(地 山)

で、地 表 か ら50cm前 後 で 遺構 面 とな る。 ピ ッ ト、 土 拡 、石 敷 遺 構等 が検 出 され

た。 第4層 茶 色 土 か らは、 瓦、 瓦 器、 土 釜 、土 師 質小 皿 、 陶器 等 が 出土 してい

る。 地 山面 の標 高 は86.4^-86.7mで あ る。一蕪≡ ≡≡ ≡ ≡ ≡ 纛纛認

OP+gym

Sm

挿図4断 面 実 測 図

2.遺 構

検 出 され た遺 構 は、 ピ ッ ト3、 土拡1、 石 敷 遺構1で あ る。

ピッ ト 直 径30翩 深 さ15～30翩 を測 る。 埋 土 内 よ り土器 細 片 が 出土 した。

ピ ッ ト番 号 法量(長 径x短 径 ×深 さ) 埋 土 出 土 遺 物

¶⊥

2

Q
り

32㎝ ×30×15

30×24×30

30x26x15

茶 色 土

1ノ

ノ!

瓦器

瓦器、土師質土器

土拡 調 査 域 南端 に おいて 一部 検 出 され た遺 構 であ る。直 径2.2m深 さ50砌

を測 り、 多 くの焼 土 塊 と一部 焼 け た瓦 がみ られ た。 又、 底 部近 くで は握掌 大 の

河 原石 が み られた。

石 敷 遺構30～40cmの 河原 石 が平 担 あ る い は斜 面上 にみ られ た。 一部 並 べ ら

れ た よ うな と こ ろ もみ られ るが 、 浮 い て い るよ うな石 も多 く、石 を除去 した り、

面 で広 げ るよ うな調 査 が で きえ な か った た め遺構 の性 格 を十分 把 握 で きな か っ

た 。 尚、石 の問 よ り玉 縁 付 丸 瓦等 が出 土 した。

この ほか調 査 区西 部 に、 河 原石 と瓦 の ま じっ た大 きな落 ち込 み状 の もの がみ

られ た が近 現代 の瓦 もま じって お り、 今回 は調 査 を断念 した。
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厂

3.遺 物

今 回 の調 査 に よ り 出土 した遺 物 は、遺 物 収納 箱2箱 ほ どに な る。土 釜 、土 師

質 小皿 、 陶器 、 瓦 器 の ほ かは ほ とん ど瓦 で あ る。瓦 質 羽釜 は、口径27砌 を測 り

直 立気 味 の体 部 か ら内傾 す る口縁 部 の外 面 に3段 を有 し、 内 面 は ハ ケ 目調 整 さ

れ て い る もの の ほ か、 土 師質 羽 釜 も1点 出土 して い る。 瓦質 甕 は、球 形 の体 部

を も ち弯 曲外 反 し口縁 端部 を 丸 くおさ めた もの、 又 、短 くた ちあ が った後 、 外

へ折 り曲 げ た もの が ある。 口径30emを 測 り外 面 に は叩 き 目が施 されて お り、 内

面 はハ ケ 目調 整 され て い る。 土師 質 小 皿 は、口径8α π、器 高1.5craを 測 り、 口縁

部 は内 弯気 味 で丸 い端 部 を有 す る。 玉 縁付 丸 瓦 が1点 ほぼ完 形 で 出土 して い る。

凹面 に は布 目痕 が 明確 に の こ り、 凸 面 に も け して は あ るが部 分 的 に繩 目痕 が み

られ る。焼 成 もよ く黒 灰 色で ひ か って い る。 ほか に かな り胎 土 の 荒 い平 瓦等 も

み られ る。 又、 唐草 文 の 軒平 瓦 、備前 焼 と思 わ れ る甕 や 、擂 鉢 も出土 して い る。

土器
番号

器 種 形 態 手 法 備 考

1
土 師 質

小 皿

端部は内彎 しながら立ちあがり口縁端

部は丸い。内面は底部が稜のように盛

りあが っている。

口縁部は内外共に横ナデ

底部 内面 仕上げナデ

緬 舞轢 。

胎土 良撰0.5～1㎜程度の砂粒
含有

焼成 良好色調 黄茶褐色

z

土 師 質

皿

.

口縁部 は底部 からのゆ るやかなカ ーフ

で立上 り、 反転 はほ とんどない。 端部

は 丸い。

底部 は、 中心部 が窪みVCな ってい る。

内部の口縁 と底の間は指おさえが施さ

れている

全体に横ナデ

胎土 良撰
焼成 良好
色調 外 茶褐色の表面がはく

離 して乳白色内
淡乳褐色

3

瓦 質

小 皿

ごく浅 く 底部～口縁部の境は不明瞭

口縁端部は丸い .

ロ縁部 横ナデ

底部 内面 ナデ

外面 無調整

胎土 良撰

焼成 良好

色調 口縁部のみ黒灰色

他は淡灰色

4
瓦 質

土 釜

口縁部は内傾 して立ちあがり、.外側に段

を持つ。端部は内側へ短かく折 り返す

鍔は上方へゆるく彎曲。

鍔下面～口縁外面にかけて横ナデ

体部外面はヘラケズ リ、内面は横ハケ

メが残 るが密なものではない。

胎土 微細な砂を含む
焼成 良好
色調 表面黒灰色 断面淡黄褐

色
胎土は完全な瓦質になっていない

5
土 師 質

土 釜

口縁 部は有段 で、上端 はやや外 側に傾

く平面K仕 上げ、 内端部を強 く肥厚 さ

せ ている。つば から口縁 まで の間に段

が2つ あ る。 っばは2.5em巾 で上向 き
に な ってい る。

体部 は、ヘ ラケ ズ リ

つばは、 ヨコナデ調 整

胎土 良撰

焼成 良好

色調 外 灰色

内 淡褐色

6

瓦 質

甕

一縁部は短かく立ちあがった後外へ強

く折り曲げる。

端部は丸くやや下垂している

器厚は約1.1珈 と厚い

胴部外面 平行タタキメ

囗縁部 横ナデ

内面 表面は く離

胎土 良撰0.5㎜ 程度の

砂粒含

焼成 良好

色調 灰黒色

7

瓦 質

甕

肩部は、ゆるやかな丸味をもつ。

口縁部は短か く立ち上が った後、横に

強 く折 り曲げるが、端部の巻きこみは

見られない。

ロ縁部 内外ともtcナ デ
右から左胴部 内部ハケメ1齪 巾

方向、左から右上げ
外部 タタキメ

3×4罐3翩 巾

胎土 良撰

焼成 良好

色調 淡灰色

8
瓦 質

甕

胴部と底部の区画線がはっきりと分け
られる。胴部はほぼ直線 に外傾してい
る。底部は平らであろうと思われる。
底部中心と胴上部、欠損。外部は表面
のは く離が著しく、表面部分は、わず
かしか残 っていない。

内面 ハケメ

胎土 α1-3砌 の砂粒を含む

焼成 良好
色調 黒灰色

断面 灰白色

8
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土器
番号

器 種 形 態 手 法 備 考

土 師 質 す り鉢 としては通有の形態で ある
内部4(珈 巾 のハケメ 下か ら上、右 か
ら左へ調整 した後6砌 巾(3廨)の ハケ

胎土 良撰
焼成 良好

9 擂 鉢 口縁端は若干外側へ肥厚させる メが 入 って い る。 色調 内部 茶灰色

2 体部 は湾曲がご く小 さい
口縁部 横ナデ ナデ調整

外部 ヘ ラケズ リ 外部(離 羂麹

内部 ハ ケメ 胎土1～5翩 の砂粒を含 む

10

甕

(備前焼)

ほぼ平担な底部 を持つ と思 われ る
右～左方 向2.5em巾
右下～左上2㎜ 聞 かく

外部 ハ ケメ

焼成 良好

色調 外 赤褐色

底部外周 ヘ ラケズリ 内 灰褐色

土 師 質
ロ縁部と胴下部 欠損のため不明 胴部 内面は粗 いハケメの後指 ヨコナ

デ 仕上げ 外面は ヨコヘ ラ削 りの
胎土 良撰
焼成 良好

ii 胴部に2伽 程 の上向きのつばが ついて 後、左上 がりのヘラ削 り有 る 色調 外 橙褐色 口縁部とつ
土 釜 い る。有段の口縁 を持つ

一部 に指圧痕

つばの上面は ヨコナデ
ばの裏ccス スが付着

内 橙褐色～茶褐色

一枚造
。 凸面側 は離れ砂 が著 しく付着糸

切 り痕だけが見てとれ る状態。 胎 土 砂礫(1～5翩)を 含み

凹面側は部分的に布目と糸切り痕を残 粗雑。
12 平 瓦 す他、雑な縦のナデを加 える。

側面 、端部 ともヘラケズ リで仕上、凹

面側の端部に巾3翩 、側面側端部に5
焼成 良好

㎜巾の面取 りを施 す。 色調 灰色

13 丸 瓦
長 さが短 く、玉縁 の先細 りの程度が大

内面布 目 外面 は縦の縄 タタキをす り

消 し、端面 は、側縁 と前線の凹面側を

胎土 砂が多 く荒い
焼成 良好
色調 表面 黒灰色

きい 。
ヘ ラ ケ ズ リ 外面 灰色

いぶし焼き

線の細い唐草文を配 し、周縁 は高い。 胎土 細砂、黒色粒を含む

14 軒 平 瓦
平瓦接合面から割れていて、上半部 は
不明であ る。

断面 は段顎 となるが、平瓦部分へは曲

顎下面は横(瓦 当面沿い)の ナデ

顎の裏から平瓦部へかけては縦の ナデ

焼成 良好

色調 表面 黒灰色

線を描いて移行する 断面 灰白色

(北 田 ・森}

お わ り に

今 回 の調 査 で は、 明確 な 遺構 は検 出 しえな か った が、 ピ ッ トは も ち ろん調 査

域 南 端 にお い て検 出 した焼 土塊 、 焼 け た瓦等 を含 ん だ土 拡、 北 側 で の石 敷 風 の

河 原石 が多 く存 在 す る遺 構、 又 、 遺 物 も、 瓦、 羽釜 、 小 皿、 甕 等 の 中世 遺物 が

若 干 で は あ るが 出土 して お り、 観 音寺 の創建 に かか わ るよ うな資 料 は得 られ な

か った もの の 中世 末 期 の修 理、 豊 臣秀 吉 の根来 攻 伐等 の記 録 に近 い時期 の資 料

を得 た こと は、 今 後 の調 査 に多 くの問 題 を提 起 して い る。

観 音 寺 の 寺 伝 と 開 創 期

観 音 堂 は もと深 谷 山観 音寺 と号 し、 寺 伝 に よれ ば神亀3年(726)行 基 の 創

建 に して 自刻 の観 音 像 を安 置 した と伝 え られ るが、 この寺 伝 を傍証 す る確 実 な
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史料はみあた らない。 おそ らく後世 に行基 と観音信仰 を結 びつけて造出 された

開創縁起であ ろうが、いつ頃造出 され成立 した ものかを検討 した い。

観音寺 の縁起 について、地誌 には次のよ うに記 されてい る。

延宝9年(1681)の 和泉 国村 々名所 旧跡附 には 「観音寺本堂行 基菩薩五十九

歳神亀 三年に御建立也 則御作之佛 廿一尊有之 此堂飛騨名匠造 る」 元禄13

年刊の泉州志 には 「観音寺 在木積村 縁起云行基畿 内建四十九院其材木盡從

和泉國木嶋杣 山當境者即置其材木地也故号木積 也行 基 自蹉刻 觀音像安此地 余

桜 萬葉 集多詠木積同二十糞訓 古津界疑木積糞之失木字歟木糞 木屑也歌林良材木

積註浮水 埃是亦木屑義歟顧念當地者昔 行基置木 屑地也」、また同時期 の写本 と

いわ れる江戸時代 に於 け る和泉地方 の農事調査 書 に 「和泉三 拾三所順礼、正観

音、観音堂に有 り廿五番/神 亀三年行基五拾九歳の時建立。行基 の作仏廿一躰

有 り。堂 は飛弾 内匠 の作/「m音 堂 は神亀三年行 基五十九歳の時建立、行基

作仏廿一体 あ り。今 の堂 は飛驛 の内匠建候堂 也。行基畿 内に四十九院 を建て、

其材木 を積置 く地也。故 に木積 と云 う。/一 和泉国三十三所順礼第二十五番正

観音 観音堂/詠 歌 に一枝を手 向 く心 の花 なれや木積 の堂 と聞につけては。/

是 よ り奥、男 内畑村 にも一宇 の観音 あ り、奇瑞 の観音也。」」 これ らの地誌の記

載 によって、17世 紀の後半 には行基開創 の縁起 が成立 して宣 伝 されていた こと

が知 られ、 この寺伝縁起 の造 出が近世初頭か早 ければ中世 にまで さかのぼりう

ることが考 え られ る。 またこの縁起 の造 出と成立 は、和泉西国三十三所 霊場 の

成立 と無関係 で はない ことが考 え られる。す なわ ち三十三所霊所 のほとんどの

寺院が行基 の開創かその関係 を伝 えているので ある。

観音寺 の山号深谷 山は、 もと境内に所在 した深谷神社 に由来す ることが考 え

られ る。 この深谷神社 は承和4年(1102)の 勧請で天神 ・公頭大明神 ・牛頭天

王の三神を祭神 とす る木積 の総氏神 で あった。明治43年8月 に西葛城村内の神

社 を合祀 合併 し、社名を西葛城神社 と改称 し、社地を現在地 に移 した。 この神

社 の宮 座 は畑座 ・上座 ・本座(も と下座)の 三座が あり宮座 の行 ないはすべて

観音堂 において行 われて いた。承和4年 の勧請 については今 日これを傍証す る

史料 はない。現存 の仏像群 に平安時代前期 の様式の ものがあることか らすれば
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深 谷 神社 は観 音寺 の鎮 守 社 と して勧 請 され た と考 え る こ とがで き る。

これ まで 観音 寺 の寺 域 およ び周 辺 か らは、 平安 時代 は お ろか鎌 倉 時 代 の屋 根

瓦 も検 出 され て いな い とこ ろか ら現 在 地 に創 建 時 よ り所 在 した とは考 え られ ず 、

他 に も とめるの が適 当で あ ろ うと思 われ る。 創 建 時 の寺 域 はかな りの規 模 で あ

った こ とは現 存 の仏 像群 か らも明 らか で あ り、 木 積 の集 落地 に院坊 が散 在 して

い た こ とで あ ろ う。 木積 地 域 にお け る屋 瓦 の 出土 地 と して は、 当寺 よ り南東 約

570メ ー トル に位 置 す る字 坊城 が あ る。1974年7月 の 試 掘 調査 に よ って平安 時

代 後期 か ら鎌倉 時代 の屋 瓦 が出土 して お り、 近辺 の地 蔵 堂 、一 石 五 輪塔 群 か ら

察 して寺 院 が存 在 した ことが知 られ、 観音 寺 に関 係す る坊 院跡 と も考 え る こと

が で き る。 木 積 の垣 内 ごと に大 日堂 、地 蔵堂 等 の小堂 が現 存 して い るが、 これ

らの小 堂 は観 音寺 の 院坊 で はな か った か と考 え られ るので あ る。 この よ うに、

創建 時 を語 る確 実 な史料 が見 当 らな い観 音寺 で は あ るが、堂 内 に安 置 され る平

安 時代 前期 か ら後 期 の様式 を示す 仏 像群 と、 い くつか の関連 あ る史料 とに よっ

て 創建 時期 を追 求 す る ことがで き るので あ る。(南 川)

註1.「 和泉国村々名所旧跡附 」 小谷方明編 昭和11年 刊

註2.「 泉州志 」 石橋直之著 元禄13年

註3.「 江戸時代に於ける和泉地方の農事調査書 」「和泉志』 第32～35合 併号

出口神暁編 昭和42年

3.秦 廃 寺 跡(79-3)

津 田川 の下 流 左岸 の低位 段丘 上 に位 置 す る秦 廃寺 跡 は、 白鳳 期 の瓦 の 出土 す

る寺 院 跡 と して広 く周 知 されて い る。 京 都 太秦 広 隆寺 所 蔵 の 「広隆寺 末寺 并別

院 記 」 に よ ると天 武 天 皇8年(680)11月 、 秦勝 賀 佐枝 に よ り建 立 され た もの

と記載 され て い る。 半 田村東 方 に あ った麻 生 河 王子 神 社 が明治42年 に久保 の 阿

理 莫 神 社 に合祀 され 、 そ の跡 地 の開 墾 に よ り多 くの瓦 が出土 した とい われ て い

る。 今 回 の調 査 地 は、遺 跡 の東部 で半 田字 麻 生川 と呼 ば れ、住 宅 の増改 築 工事
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が計 画 され、 そ の事前 調 査 を実 施 した もので あ る。調 査 面積 は約20m2で あ る。

挿図5位 置 図

1.層 位 と遺構 ・遺 物

上述 した よ うに調 査 地 一帯 は既 に宅 地 化 され て お り、 田畑 の残 って い る とこ

ろ は東 部 に一 部 み られ る だ け で あ る。 比較 的高 い レベ ル に あ る この あた り も、

表土 、 灰色 土 、茶 黄色 土(地 山)と な り、 地 表 よ り約30cmで 遺 構 面 とな る。2

層 と も遺 物 は ほ とん ど出 土 しな か っ た。 標高 は26.3m前 後 で あ る。

0 zm

挿図6断 面 実 測 図
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地 山面 よ り楕 円形 の径2.2m×1.9m、 深 さ約50cmを 測 る ピットを検 出 した。 埋

土 中 よ り7世 紀 後 半 ～8世 紀 の土 師器 、 須 恵 器、 瓦等 の遺 物 が 出土 した。須 恵

器 坏蓋 は、 口縁部 が垂 直 に立 ちあ が り天 井部 を か る くヘ ラ削 り した 口径13cm、

器 高3.5eraの もの 、口径15em器 高2.5em位 のつ ま み のつ く返 りのな い蓋 、 口径

12cmの 返 りを もつ が 口縁 端部 ま で返 らな い もの等 がみ られ る。 又、土師器斐 は口

縁部 が くの字 型 に外反 し端部 を やや つ ま み あ げ、 体 部外 面 に斜 め方 向 の こまか

い ハ ケ 目を入 れ、 内面 に はヘ ラ削 りを施 した もの が み られ る。 そ の ほか、棒 状

の土師 質 土錘 、 高坏 脚 部 、焼 きの よ い凸面 縄 目、 凹面布 目痕 のみ られ る平 瓦 片

等 が出土 した。

挿図7 遺物 実 測 図

土器
番号

器 種 形 態 手 法 備 考

1
須 恵 器

坏(蓋)

天井部 は平担 で、体側部～ 口縁部 にか

けては丸味をおびる

口縁端部は、やや薄 くな って丸 くおさ

める。

内面天井部は、不定方向のナデ調整

外面天井部は不調整

外面回転ナデ

胎土 良撰

焼成 良好

色調 青灰色

2
須 恵 器

坏(蓋)

天井部 はほぼ平担、体側部 岬口縁部 は

比較的強い丸味 を もち、口縁端部 は丸

くおさまる。

端部の外側にご く浅い 凹線 が入 る。

内面 回転ナデ

外面 天 井部 はほとん どヘ ラ切のまま

(上 か ら少 しナデ る)

口縁部は回転ナデ

胎土 良撰1㎜ の砂粒を含む
焼成 良好
色調 灰色

自然釉付着
内部iL一部れきが表出

3
須 恵 器

坏(蓋)

天井部 はほぼ平担、体側部は丸味が弱

く、強 く屈曲 してから、わずかに外反

する口縁 部に移 る。

端部 は丸 くお さある。

天 井部 ヘ ラ切 り後浅いナデ

他 は、回転 ナデ調整

胎土 良撰

焼成 良好

色調 灰色

(上 西 ・森)
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土器
番号

器 種 形 態 手 法 備 考

4
須 恵 器

天井部は比較的丸味をおび、そのまま

口縁部K移 行。
天井部外面は、回転ヘラ削 り調整

他 は回転 ナデ調整

胎土 良撰
焼成 良好
色調 内面は明灰色

坏(蓋) かえりの端部は鋭 く、 口縁端部 よ り内

側 に入 っている。
天井部内面は回転ナデ調整

外面は灰色
1㎜程度の砂粒を含む

須 恵 器
比較的丸味の強い天井部を有し、口縁 胎土 良撰

焼成 良好
5 端部は内下方 に強 く折 り返すが、稜 は 回転ナデ調整 色調 内部は灰黒色

坏(蓋)
に ぶい 。

外部は灰色に自然釉付着
(灰かぶり状)

卩

須 恵 器

口縁部 は短 か く直立、体部 との境 は く

びれが甘 く不明瞭。
胎土 良撰

6 体部 はほ とんど肩が張 らず、全体 とし 全面回転ナデ 焼成 良好
鉢 て、扁球形 に近 いものになると思 われ

る。 色調 淡灰一灰白色

7
須 恵 器

坏(蓋)

平担 な天井部 を持 ち、体側部は丸味を

おびる。 口縁部 はほぼ直立、端部は丸

くお さめる。

天井部 はヘ ラ切 りのまま

他はS回 転 ナデ仕上

胎土 良撰

焼成 良好

色調 淡灰色

8
須 恵 器

口縁部の小片、受け部は側方へ強 く張

り出 して反転 し、立ち上が り部は低 く 回転ナデ仕上

胎土 白色砂粒を含む

焼成 良好
坏(身) 端部 は比較的鋭 い。 色調 灰～青灰色

丸 く比較的深い体部を持 つ、坏状の鉢。 胎土 精緻

9
須 恵 器

鉢(有蓋)

立ちあが り部は欠失す る。

受 け部 はD外 上方へ張 り出 し端は シャ
ープに仕上 る

回転ナデ仕上
焼成 良好
色調 内部一淡灰色

外部一黒灰色

11
土 師 器

甕

口縁部 は、 くの字型 に屈曲外反 し端部

は上方 へつ まみ上げられ る。

胴部は、上部がわずか に遺存他 は欠損

口縁部 内面は、横ナデ、下にハケ目が

ある。外面 は横ナデ

胴部外面 は斜ハケ メ、 内面は指圧一ハ

ケメ(横)一 ヘ ラ削 りの順に仕上

胎土 良撰1㎜ 前後の砂粒を含
む

焼成 良好
色調 外部一赤乳色

内部一乳橙色

土 師 器
外反の強 い くの字型口縁を持 ち、端部
は外傾 する平面 となり上端と下端がそ

口縁外面 は横 ナデ、同内面 は横ハケ メ

の上 を横 ナデ
胎土 細砂を多く含む

12

甕
れそれつまみ出 される。

球形に近 い体部 を持つと思われるが肩

部以外残 って いない。

体部外面は斜ハ ケメ、内面 は一旦横ハ

ケメで調整 した後ヘ ラケ ズリを加え る

焼成 良好

色調 淡橙赤色

13
土 師 質

円棒状の錘体 の端部寄 りに穴 をあけ る

もの。
端部 は押 さえて やや平担に した後、一

胎土 良撰

焼成 良好
棒状土錘 2/3程 度残る 方から穿孔、端面 はヘ ラでカ ット

色調 乳橙色

14
土 師 器

坏

口縁部 の小片、口縁部 は急な角度で立

ち上 り、端部で小 さ く外反 し薄 くなっ
て丸 くおさめ られる。

に放 射状暗文、外面体側部にも横

方向のヘ ラミガキ線が少 しある。

内面 は横 ナデ、外面 も同様 だが、下方

でヘ ラ削 りを施す

胎土 良撰

焼成 良好

色調 橙赤色

坏部と脚の接合は、坏底部に脚の上端
を接 し、接合部外周it補 強粘土を巻い

土 師 器 坏部 は欠損。脚 は下方で大 き く開き、

て指で粘土をのば していく方 法。 この

際脚はハ ケメ調整 まで済んだものを使
胎土 良撰

15 っている。これは補 強粘土のはみ出 し 焼成 良好
高 坏 柱部 も下広が りにな ってい る。 部分が一部脚の柱部 のハ ケメにかぶ さ

っていることでわかる。 脚は絞 って 色調 橙赤色

成形、柱部外面 と裾部内面 はハケメ、
柱部内側 には絞 り目が残 る。

体部 が残 らないため、どのよ うな器種 把手の接合は器体外表に接着する方法 胎土 良撰

ユ6
土 師 器

把 手

につ くのか不 明。

把手自体は充分 に側方へ張 り出 し、斜
上方へ折 りまげられた実 用的 なもの。

を取 る。把手付近 はナデ。器の体部外

面 はハケメ、内面 はヘ ラケズ リで部分的
にナデたように平滑 な ところがある。

焼成 良好

色調 乳橙色

凸面は縄 タタキ(縦)で 、離 れ砂(白 色) 胎土 良撰

17 平 瓦
をか けている。 凹面側は布目。

側縁はヘ ラケ ズ リで、 凹面側端部 を狭

焼成 堅緻
色調 灰色 表は 縄叩き目

裏は 布目痕あり
く面取 りする。 一 枚造。 若干 砂粒あり

凸面側は、横方向に板でナデ仕上る。 胎土 良撰

18 平 瓦 裏面 は布目が残 るが、斜方 向について 焼成 不良
いる一枚造、桶巻造の別不明。 色調 乳褐色
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2.ま と め

大 阪 府文 化財 分 布 図 に よ ると、 秦廃 寺 跡 は、 字麻 生 川 を 中心 に載 せ られ て い

るが、 範 囲 は不 詳 の 円 が施 されて い る。 中心 地 周 辺 はほ とん ど半 田 の村 落 と し

て住 宅 が建 ちな らぶ が、東 方 には ま だ田 畑 が み られ る とこ ろが あ る。今 回 の調

査 に よ り現 集落 内 に お いて も、 住 宅 の建 て替 え時 に発掘 調査 を行 って い けば、

十 分 遺跡 を把握 し う る資 料 が確認 で き る ことが わ か った。 又、 出土 遺 物 よ り、

秦 廃 寺 の存 続 年代 を 求 め る こ とも可能 で あ るが、 今 回 は遺構 の1部 が検 出 され

ただ けで、 これ が 秦寺 の 柱穴 の1つ だ と決 めつ け るわ けに いか ず今後 の周辺 地

域 の調 査 に よ り、 建 物 跡 等 の遺構 と遺物 の発 見 をま ち、 判 断 して い きた い。 付

近 には、 海岸寺 山須 恵器 窯跡 、 半 田遺跡 等 、 同 時 の遺跡 が数 多 くあ り、 早 急 な

調 査 に よ り範 囲 、 性 格等 を把握 し、 保 存 処 置 を講 ず るこ とがで き るよ うに して

ゆ きた い。

4.加 治 ・神前 ・畠中遺 跡(79-4)

遺跡 の 中央 や や東 、 市庁 舎 の南 コモ池

にて コ ンク リー ト根 固 工 事 に立 ち会 った。

池 内130m　 行 われ た が、東 側 で一 部 包

含層 の残 って い た と こ ろがあ った。 コ ン

ク リー トの周 壁 下 よ り、 灰黄 色 土(40cm)

灰褐 色 土(20cm)、 黄 色土(地 山)と 続

く。 灰 褐 色土 は須 恵 器、 土 師器 を包含 す

る層 で あ る。 坏 蓋(1)は 、 天 井部 が ゆ る い

曲 面 を な しヘ ラ削 りで調 整 した後 、扁 平

なつ まみ を貼 付 け る。 口縁 端 部 は 断面 三

角 状 に下方 へ 突 出 す る。1～3勿 勿の砂 粒

を含 み、焼 成 は やや甘 く軟質 、 淡 灰色 ～

挿図8位 置 図
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灰 白色 を呈す 。坏 蓋(2)は 、 天 井部 が やや浅 く段 を な す よ うに して口縁部 に至 る。

口縁 端 部 は断面 三 角状 に下 方 へ やや短 く突 出す る。 天 井部 中央 に扁平 な つ ま み

を有 す。 内外 面 とも回 転 ナデ 調 整 され、 胎 土 は(1)同 様 砂粒 を 含 む が、焼 成 は良

好 で、 暗 灰色(外 面)、 淡灰 色(内 面)を 呈 す 。

高 台 付 坏(3)は 、 体部 は外 反 して 立 ちあが り外 上

方 へ の び、 端部 は丸 い。 底 部 は平 底 を呈 し、 体

部 との境 よ りやや 内側 に外 弯 気 味 に踏 ん ばった

高 台 を有 す。1π π前 後 の砂 粒 を含 む が焼 成 は良

好 で青 灰 色 を呈 す。

5.加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡(79-5)

遺跡 の 東端、 第2阪 和 国道 の東 に あた り、石

才字 戸 ノ ッボ、近 木 道 と呼 ばれ て い る。 盛土 工

事 の事 前 調査 であ る。1,000㎡ 内 に、10ケ 所 の試 図9遺 物実測図

掘 トレンチを設定 した が、 下 段 の西 端 トレンチ に お いて遺物 を 包含 す る層 が あ

った。 層 序 は埋 土、 旧耕 作土 、 床 土、 灰 褐色 土 、 暗 灰 色粘 質 土、 灰 色砂 礫 と続

く。灰褐 色土 層 は中世 遺 物 の細片 を、暗 灰 色 粘質 土 層 は須 恵 器 、土 師 器 を若 干

包含 し、 現地 表 よ り60～80α πの 深 さを測 る。 坏 蓋(4)は 、天 井 部 はや や ふ く ら

み を もち、 中心 に つ まみ が つ く。 口縁部 との境 には稜 が水 平 方 向に突 出 す る。

口縁 部 は外反 し端 部 は平 面 を形 成 す る。 つ まみ は比較 的扁 平 で 上面 が窪 み中心

部 分 に わ ずか な突 出を もつ 。 天 井部 に は櫛 刺突 文 と直線 文 を交 互 に2段 ず つ施

す。 回 転 ナデ調 整 され、 胎 土 は良撰 、焼 成良 好 、黒 灰 色 を呈 し、 天井 部 内面 に

暗緑 色 の 自然粕 がか か って お り、 さか さに して焼 成 して い る。

前 述 した よ うに市 域 に は範 囲 、性 格 の 不明 確 な 遺跡 が数多 くあ る。 ま た、調

査 を行 い 出 して2年 で あ る ため か、 調 査 の前 ・中 ・後 とい ろい ろ工 事主 体 者等

との問 題 が み られ るの が現 状 で あ る。 じっ くり、 ゆ っ くりか も しれ ぬが 。
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図版第十 加治 ・神前 ・畠中遺跡遺構実測図



図版第十一 木積観音寺跡遺構実測図



図版第十二 秦廃寺跡遺構実測図
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図版第十四 木積観音寺跡遺物実測図
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